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研究成果の概要（和文）：歴史的市街地として広島県の宮島と和歌山県の高野山を主な対象として、観光周遊行動およ
び歩行行動に関する現地調査を行い、行動の実態把握を行った。周遊行動に関しては、歩行空間が確立されている宮島
においては、フェリー乗船前の来訪手段による滞在時間に有意な差が見られなかった一方、自動車アクセスが容易な高
野山においては、自動車来訪者の滞在時間が短くなる傾向が見られた。また、歩行速度に関しては、沿道に店舗がある
場合に遅くなる傾向が見られ、歩行者空間の賑わいとの関係が示唆される結果となった。

研究成果の概要（英文）：This study intends to grasp tourists’ behavior in historical site of Miyajima 
and Koya-san. Concerning tourists’ behavior, tourist who came by car tends to stay shorter hour than by 
public transport in Koya-san. On the other hand, in Miyajima where access mode is only by boat, staying 
time is same regardless of the access modes to boat slip. Concerning walking speed of tourists, their 
speed tends to slower along street with shops. It suggests that shops produce crowding of pedestrians and 
attractiveness of street space.

研究分野：都市地域計画、交通計画
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 世界遺産のような歴史的資産を抱える地
区においては、歴史的な環境の保全と観光地
としての活性化の両立を果たす必要がある。
しかしながらモータリゼーションへの対応
のために自動車の通行を許して、歩行者との
混在が問題となり歴史的な環境を損ねてい
る事例が見られている。他方で、自動車の規
制が観光地における商業活動に悪影響を及
ぼしているという懸念が示されている事例
もあり、歴史的環境の保全と観光地としての
商業活動の両立が大きな課題となっている。 
 
２．研究の目的 
歴史的資産を有する市街地における街路
空間を、歴史的環境的に魅力のある空間とし
て形成し、地域の経済活動を活性化すること
ができる空間とするための街路空間の運用
指針を得るための実証的研究を行う必要が
あるという着想に至った。 
 具体的には、自動車通行規制を行っている
街路空間とそうでない街路空間において、観
光客の回遊行動（歩行トリップ長、立ち寄り
先の数など）に差異が生じるのか、また購買
行動（観光施設利用、飲食施設利用、みやげ
ものの購買など）にも差異がどの程度あるの
か、を欧州諸都市や日本の歴史的市街地を有
する観光地において実態を把握することに
よって、観光地としての魅力の向上に資する
指標の計測を行った。 
 
３．研究の方法 
歴史的市街地として広島県の宮島と和歌
山県の高野山を主な対象として、観光周遊行
動および購買行動に関する現地調査を行い、
行動の実態把握を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 宮島における観光周遊行動調査 
観光周遊行動の実態調査の成果として平
成 24 年度は，宮島を調査対象地とした観光
周遊行動に関する成果をまとめた． 
 宮島に来島した観光客を対象に，島内の訪
問施設，施設での滞在時間と支出額，個人属
性についてアンケート調査を実施し，一部の
調査対象者にはGPSロガーを携帯してもらい
周遊軌跡についても把握した． 
来訪客の属性としては，初めての訪問とい
う遠方の来訪客が多い一方で，約 4割が繰り
返し来訪している地元客（広島県内）であっ
た．滞在時間の平均は 3時間 29 分，1人当た
り平均支出額は 3,525 円となっており，比較
的滞在時間が短く，土産物の購買が中心の滞
在特性であることが分かった．また，GPS ロ
ガーデータに基づく平均移動距離は 3708ｍ
であったが，多くのサンプルは 2000～3000
ｍの距離を 2～3 時間で周遊するパターンと
なっており，滞在時間と消費を高めるための
施策が必要である課題が浮かび上がった． 
 

(2) 観光周遊行動の比較－宮島と高野山を
事例として－ 
歴史的市街地における観光周遊施策の立
案のための基礎的知見を得るために、歩行者
中心の観光地を形成している宮島と、自動車
と歩行者の混在が問題となっている高野山
を事例として、観光客の属性の違いによる観
光周遊の実態を明らかにした。宮島および高
野山を来訪した観光客を対象に、個人属性等
についてアンケート調査を実施し、GPS ロガ
ーを携帯してもらい周遊軌跡について把握
した。 
その結果、歩行者中心の観光地を形成して
いる宮島の方が滞在時間、移動距離ともに長
い傾向にあった。一方、高野山においては線
上に広がる市街地であるために１つの周遊
領域内の滞在時間と移動距離は短い傾向に
あるものの、2 つのエリア間の移動において
約6割の観光客が徒歩で移動している実態が
明らかとなった。また両地において、観光地
内の歩行環境の違いにかかわらず来訪手段
（マイカーと公共交通）により、滞在時間と
移動距離に差が表れることも明らかとなっ
た。 
 
(3) 歩行者通行量の比較－宮島と高野山を
事例として－ 
車の通行が少なく車と人が別々に移動し
やすい宮島と、車と人が入り混じり移動しに
くい高野山を事例として、観光地内における
歩行者および車両の交錯状況を把握すると
ともに、街路条件の違いによる歩行特性の違
いを明らかにした。 
宮島と高野山における街路条件の異なる 4
つの通りを調査対象とし、歩道があり、歩行
者のみが通行できる空間が確保されている
例として高野山の金剛峰寺前の通りを、歩道
がなく、路側帯を歩行しなければならない例
として高野山の小田原通りを、道路幅員が 3
～4ｍと狭く、歩車共存の街路となっている
例として宮島の町家通りを、車両の通行規制
がなされ、歩行者専用の街路となっている例
として宮島の表参道商店街を取り上げた。 
小田原通りは歩道がなく白線が引かれて
いる状態である。そのため車道にはみ出て歩
行する人がいる。時間毎にはみ出た人を見る
と、人通りが最も多い 13 時台が 749 人中 240
人で最も多かった。町家通りは島内を自動車
で移動することができる唯一の街路となっ
ており、歩行者と自動車が接近することが多
い。自動車と交差する人の数を見ると、総歩
行者数 3500 人中 1342 人の歩行者が車と交差
していることが分かった。この結果から、歩
行者の約4割が自動車と接触する危険をおか
していることが分かる。さらに、5 分間歩行
者交通量が50～60人程度の時間帯を抽出し、
歩行速度の比較を行ったところ、金剛峰寺は
歩道があるため自動車の影響はなく、歩行速
度は店舗の多い金剛峯寺の南側で遅くなっ
ていることが分かった。 



 
(4) 歩行速度の比較－宮島と高野山を事例
として－ 
 車の通りが少なく人と車が別々に移動し
やすいと考えることのできる宮島と人と車
が入り混じり移動しにくいと考えることの
できる高野山を事例として、観光地内におい
て街路条件の違いにより歩行者の速度にど
のように差異が生じるかを明らかにした。 
 異なる街路条件として、①歩道がなく路側
帯を通行しなければならない例として高野
山の小田原通り、②歩道があり、歩行者のみ
が通行できる空間が確保されている例とし
て高野山金剛峯寺前、③道路幅員が 3～4m と
狭く、歩車共存の街路となっている例として
宮島の町家通り、の 3箇所を対象とし、ビデ
オ撮影を行った日中の8時間の状況を観測し
た。 
 その結果、高野山・小田原通りでは 1日を
通して北側南側に大きな差がみられないこ
とが分かった。高野山・金剛峯寺前では、平
均歩行速度が店舗のある南側とない北側で 1
日を通して南が遅くなり北が速いという結
果になった。宮島・北向き、南向きともに１
日を通して速度がほぼ一定であり、人や車の
影響を受けていないことが分かった。 
 歩行環境の違いにより歩行者の速度に差
異があるかという点では、高野山においては
歩行者数が多くなることで歩行速度が遅く
なっていたという特徴が見られた。歩行者は
歩道があり通行する範囲が決まっている場
合においては、店舗前で歩行者が立ちどまる
ことで速度が遅くなっている。一方、歩道が
ない場合、歩行する範囲が狭くなっているた
めに店舗の有無は大きく影響しない結果と
なった。宮島の町家通りでは幅員が 4.25m あ
り、自動車の通行量もそれほど多くないこと
から歩行者同士や車両の影響を余り受けな
かったと考えることができる。今後は、今回
の調査よりも歩行者が多いときや車の台数
が多いときなどの条件で歩行速度の差異を
検討する必要がある。 
 
(5)パークアンドライド駐車場整備による周
遊行動の変化－高野山を事例として－ 
高野山は年間約130万人の観光客が訪れる
観光地であり、標高約 1000ｍにある高野山の
市街地に訪れるためには電車、ケーブルカー、
バスを乗り継ぐ必要があり、近年は自家用車
を利用して高野山に訪れる観光客が増えて
おり、歩行者と自動車交通の混合すること、
ゴールデンウイークやお盆には駐車場が不
足して交通渋滞の発生が問題となっている。
また、高野山は 2015 年に開創 1200 年を迎え
それに合わせて山内を迂回する高野山環状
道路とパークアンドライド駐車場が整備さ
れた。本研究は、パークアンドライド駐車場
ができたことにより、観光地内において駐車
場利用者の周遊行動がどのように変化した
かを明らかにした。 

 その結果、道路整備による周遊行動の変化
についてはパークアンドライド型の大門南
駐車場ができたことで観光客は滞在時間や
訪問箇所数が増えていた。しかし大門南駐車
場はできて間もないため利用者が少なく調
査日の 2015 年 8月 15・16 日は 2日間で合わ
せて 8台ほどの利用であった。 
しかし、山内の駐車場は満車であり表 1よ
りわかるように山内の金剛峯寺前駐車場、中
の橋駐車場ともに満車であった。図 1に示す
路上駐車場では路肩に駐車場があるが許容
を超える駐車があり違法路上駐車も発生し
ていたことから山内では渋滞が発生してい
た。これからは大門南駐車場へと車を誘導す
ることで路上駐車や渋滞が減少し観光客が
時間をかけてゆっくりと観光する環境をつ
くることができると考える。 
 今後はさらにパークアンドライド駐車場
へ誘導する取り組みが必要であり今後も調
査を行う必要がある。 
 
表 1 2015 年 8 月の駐車場利用状況 

 15 日 16 日 
標準
収容
台数 

中の橋駐車場 229 236 186 

金剛峯寺前駐車場 127 109 111 

大門南駐車場 5 3 200 

路上駐車場 162 128 51 

図 1 調査対象地域 
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